
平成™›年�月š˜日 火曜日 第œŸœš号官 報
〇
防
衛
省
告
示
第
百
七
十
五
号

海
上
に
お
け
る
射
撃
訓
練
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
二
十
四
年
七
月
三
十
一
日

防
衛
大
臣

森
本

敏

日

時

平
成
二
十
四
年
八
月
七
日
及
び
同
月
八
日

（
予
備
、
同
月
九
日
）
の
毎
日
〇
六
〇
〇
か

ら
一
八
〇
〇
ま
で

区

域

豊
後
水
道
南
方
の
次
の
Ê
か
ら
Ï
ま
で
の
六

地
点
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
Ê
の
地
点
と
Ï

の
地
点
を
結
ん
だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
る
区
域

Ê

北
緯
三
一
度
四
八
分
一
三
秒

東
経
一
三
三
度
二
九
分
五
一
秒

Ë

北
緯
三
一
度
四
二
分
一
三
秒

東
経
一
三
三
度
二
九
分
五
一
秒

Ì

北
緯
三
一
度
二
八
分
一
三
秒

東
経
一
三
二
度
五
九
分
五
一
秒

Í

北
緯
三
一
度
三
六
分
一
三
秒

東
経
一
三
二
度
五
九
分
五
一
秒

Î

北
緯
三
一
度
三
六
分
一
三
秒

東
経
一
三
二
度
三
七
分
五
一
秒

Ï

北
緯
三
一
度
四
八
分
一
三
秒

東
経
一
三
二
度
三
七
分
五
一
秒

実
施
艦
等

自
衛
艦
九
隻
、
航
空
機
一
機

そ
の
他

一

射
撃
訓
練
は
、
前
記
区
域
に
航
空
機
が

存
在
し
な
い
こ
と
、
ま
た
、
射
撃
海
面
に

船
舶
等
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
な

が
ら
実
施
す
る
。

二

実
施
中
は
、
実
施
艦
に
「
Ｂ
」
旗
を
掲

揚
す
る
。

三

前
記
区
域
の
各
点
の
経
緯
度
は
、
世
界

測
地
系
の
数
値
で
あ
る
。

〇
防
衛
省
告
示
第
百
七
十
六
号

海
上
に
お
け
る
射
撃
訓
練
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
二
十
四
年
七
月
三
十
一
日

防
衛
大
臣

森
本

敏

日

時

平
成
二
十
四
年
八
月
七
日
及
び
同
月
八
日

（
予
備
、
同
月
九
日
）
の
毎
日
〇
六
〇
〇
か

ら
一
八
〇
〇
ま
で

区

域

津
軽
海
峡
西
方
の
北
緯
四
〇
度
五
五
分
〇
九

秒
、
東
経
一
三
九
度
〇
四
分
四
八
秒
の
地
点

を
中
心
と
す
る
半
径
十
海
里
の
区
域

実
施
艦
等

自
衛
艦
七
隻
、
航
空
機
四
機

そ
の
他

一

射
撃
訓
練
は
、
前
記
区
域
に
航
空
機
が

存
在
し
な
い
こ
と
、
ま
た
、
射
撃
海
面
に

船
舶
等
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
な

が
ら
実
施
す
る
。

二

実
施
中
は
、
実
施
艦
に
「
Ｂ
」
旗
を
掲

揚
す
る
。

三

前
記
区
域
の
各
点
の
経
緯
度
は
、
世
界

測
地
系
の
数
値
で
あ
る
。

〇
東
北
地
方
整
備
局
告
示
第
百
二
十
五
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
四
年
七
月
三
十
一
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
四
年
七
月
三
十
一
日

東
北
地
方
整
備
局
長

徳
山
日
出
男

^

道
路
の
種
類

一
般
国
道

_

路

線

名

十
三
号

`

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

大
仙
市
北
楢
岡
字
船
戸
四
七
九
番
一
か
ら
同
市
北
楢
岡
字
船

戸
五
九
三
番
ま
で

前後

一
三
∑
七
〇
〜
一
二
二
∑
四
〇

一
五
∑
二
〇
〜
一
二
六
∑
〇
〇

〇
・
六
一
八

〇
・
六
一
八

a

図
面
縦
覧
場
所

東
北
地
方
整
備
局
及
び
同
局
湯
沢
河
川
国
道
事
務
所

〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
二
百
六
十
六
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
四
年
七
月
三
十
一
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
四
年
七
月
三
十
一
日

関
東
地
方
整
備
局
長

下
保

修

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図

面

縦

覧

場

所

五

十

一

号

茨
城
県
東
茨
城
郡
大
洗
町
大
貫
町
字
杉
ノ
下
二
四
九
五
番
一
か
ら

同
町
大
貫
町
字
孫
瀬
二
四
八
五
番
一
ま
で

関
東
地
方
整
備
局
及
び
同
局
常

陸
河
川
国
道
事
務
所

供
用
開
始
の
期
日

平
成
二
十
四
年
七
月
三
十
一
日

〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
二
百
六
十
七
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
四
年
七
月
三
十
一
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
四
年
七
月
三
十
一
日

関
東
地
方
整
備
局
長

下
保

修

^

道
路
の
種
類

一
般
国
道

_

路

線

名

五
十
一
号

`

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

鉾
田
市
汲
上
字
下
宿
一
六
七
九
番
三
か
ら
同
市
汲
上
字
下
宿

一
七
〇
八
番
ま
で

前後

八
・
八
七
〜
一
三
・
二
〇

一
〇
・
九
五
〜
一
三
・
二
〇

〇
・
三
〇
三

〇
・
三
〇
三

a

図
面
縦
覧
場
所

関
東
地
方
整
備
局
及
び
同
局
常
陸
河
川
国
道
事
務
所

２
法
第
2
0条
第
２
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

一
般
国
道
の
改
築
は
、
道
路
法
第
1
2条
の
規
定
に

よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
行
う
も
の
と
さ
れ
て
い
る

が
、
道
路
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
3
9年

法
律
第

1
6
3号
。
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。）附

則
第
３
項
に
お
い
て
、
国
土
交
通
大
臣
は
、
改
正
前
の

道
路
法
の
規
定
に
よ
る
一
級
国
道
で
あ
っ
た
も
の
を

除
き
、
一
般
国
道
の
改
築
を
当
該
改
築
に
係
る
一
般

国
道
が
存
す
る
都
道
府
県
が
行
う
こ
と
と
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。
本
件
事
業
は
、
一
般
国

道
1
2
2号
（
以
下
「
本
路
線
」
と
い
う
。）に

お
け
る

〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
二
百
六
十
九
号

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。

以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
二
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
事
業

の
認
定
を
し
た
の
で
、
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
七
月
三
十
一
日

関
東
地
方
整
備
局
長

下
保

修

第
１
起
業
者
の
名
称
群
馬
県

第
２

事
業
の
種
類

一
般
国
道

1
2
2号
道
路
改
築
事
業

（
群
馬
県
邑
楽
郡
明
和
町
川
俣
地
内
）

第
３
起
業
地

１
収
用
の
部
分
群
馬
県
邑
楽
郡
明
和
町
川
俣
地
内

２
使
用
の
部
分
な
し

第
４
事
業
の
認
定
を
し
た
理
由

申
請
に
係
る
事
業
は
、
以
下
の
と
お
り
、
法
第
2
0

条
各
号
の
要
件
を
す
べ
て
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る

た
め
、
事
業
の
認
定
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

１
法
第
2
0条
第
１
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

申
請
に
係
る
事
業
は
、
群
馬
県
邑
楽
郡
明
和
町
川

俣
地
内
の
延
長
5
4
7ｍ
の
区
間
（
以
下
「
本
件
区
間
」

と
い
う
。）を

全
体
計
画
区
間
と
す
る
「
一
般
国
道

1
2
2号
道
路
改
築
事
業
」（
以
下
「
本
件
事
業
」
と
い

う
。）の
う
ち
、上
記
の
起
業
地
に
係
る
部
分
で
あ
る
。

本
件
事
業
は
、
道
路
法
（
昭
和

2
7年
法
律
第

1
8
0

号
）
第
３
条
第
２
号
に
掲
げ
る
一
般
国
道
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
法
第
３
条
第
１
号
に
掲
げ
る
道
路
法
に
よ

る
道
路
に
該
当
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
2
0条
第
１
号

の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
二
百
六
十
八
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
四
年
七
月
三
十
一
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
四
年
七
月
三
十
一
日

関
東
地
方
整
備
局
長

下
保

修

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図

面

縦

覧

場

所

五

十

一

号

鉾
田
市
汲
上
字
下
宿
一
六
七
三
番
地
先
か
ら
同
市
汲
上
字
下
宿
一

七
〇
七
番
一
ま
で（
た
だ
し
、関
係
図
面
に
表
示
す
る
部
分
の
み
。）
関
東
地
方
整
備
局
及
び
同
局
常

陸
河
川
国
道
事
務
所

供
用
開
始
の
期
日

平
成
二
十
四
年
七
月
三
十
一
日
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